
第53回 定時株主総会招集ご通知

証券コード：6166

日 時
2023年６月23日（金曜日）
午前10時
（受付開始 午前９時30分）

場 所
大阪府堺市堺区戎島町４丁45番１号
ホテル・アゴーラ リージェンシー大阪堺
３階ガーデンコート
※末尾の「株主総会会場ご案内図」をご参照ください。

議 案
第１号議案 取 締 役 ９ 名 選 任 の 件
第２号議案 監 査 役 １ 名 選 任 の 件

議決権を行使いただいた株主様に薄謝としてQUO
カード500円分を贈呈いたします。

本年は、株主総会後に株主説明会を実施する予定で
ございます。
会場の都合上、株主総会の終了時刻によっては株主
説明会が中止・短縮される場合もありますので、何
卒ご了承のほど、お願い申し上げます。
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証券コード：6166
2023年６月7日

（電子提供措置の開始日2023年6月1日）
株 主 各 位

大阪府堺市西区鶴田町27番27号
株 式 会 社 中 村 超 硬
代表取締役社長 井 上 誠

第53回定時株主総会招集ご通知
拝啓 平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
さて、当社第53回定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、ご通知申し上げます。
本株主総会の招集に際しては電子提供措置をとっており、インターネット上の下記ウェブサイ

トに「第53回定時株主総会招集ご通知」として電子提供措置事項を掲載しております。
当社ウェブサイト http://www.nakamura-gp.co.jp/ir/index.html

また、上記のほか、インターネット上の下記ウェブサイトにも掲載しております。
東証ウェブサイト（東証上場会社情報サービス）
https://www2.jpx.co.jp/tseHpFront/JJK010010Action.do?Show=Show

上記ウェブサイトにアクセスして、当社名または証券コードを入力・検索し、「基本情報」「縦
覧書類/PR情報」を順に選択のうえ、ご覧ください。

なお、電子提供措置事項に掲載の「議決権行使についてのご案内」にて記載のとおり、書面ま
たはインターネットにより議決権を行使することができます。お手数ながら電子提供措置事項に
記載の株主総会参考書類をご検討のうえ、2023年６月22日（木曜日）午後５時30分までに議
決権をご行使くださいますようお願い申し上げます。

敬 具
記

１．日 時 2023年６月23日（金曜日）午前10時00分（受付開始 午前９時30分）
（上記の日時を株主総会日とした理由は、総会開催の準備日数、法定の開催期限等を
総合的に勘案したことによります。）

２．場 所 大阪府堺市堺区戎島町４丁45番１号
ホテル・アゴーラ リージェンシー大阪堺 ３階ガーデンコート

３．目 的 事 項
報 告 事 項 １．第53期（2022年４月１日から2023年３月31日まで）事業報告の内

容、連結計算書類の内容ならびに会計監査人及び監査役会の連結計算
書類監査結果報告の件

２．第53期（2022年４月１日から2023年３月31日まで）計算書類の内
容報告の件
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決 議 事 項
第１号議案 取締役９名選任の件
第２号議案 監査役１名選任の件

以 上
〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
◎当日ご出席の際には、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出くださいますようお願
い申し上げます。また、議事資料として本招集ご通知をご持参くださいますようお願い申し上げます。

◎株主でない代理人及びご同伴の方など、株主以外の方は株主総会にご出席いただけませんので、ご注意
くださいますようお願い申し上げます。

◎書面または電磁的方法により事前に議決権を行使することができますが、当日ご出席の場合は、事前の
行使内容を撤回されたものとして取り扱いますので、予めご留意願います。

◎書面交付請求された株主様へご送付している書面には、法令及び当社定款第15条第２項の規定に基づ
き、下記の事項を記載しておりません。したがって、当該書面は監査報告を作成するに際し、監査役及
び会計監査人が監査をした書類の一部であります。
・連結計算書類の「連結注記表」
・計算書類の「個別注記表」

◎電子提供措置事項に修正が生じた場合は、掲載している各ウェブサイトに修正内容を掲載させていただ
きます。

◎決議結果につきましては、書面による決議通知のご送付に代えて、当社ウェブサイトに掲載させていた
だきます。
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インターネットによる
議決権行使の場合

議決権行使サイト
https://evote.tr.mufg.jp/
にて議案の賛否を入力(パソコンまたはスマートフォン)

株主総会に
出席する場合

議決権行使書用紙を
会場受付に提出

株主総会開催日時

行使期限

行使期限

2023年６月23日（金）

議決権行使書用紙を
郵送する場合

議案の賛否を
表示のうえ投函
議決権行使書面において、
議案に賛否の表示がない
場合は、賛成の意思表示を
されたものとして
取り扱わせていただきます。

1

2

3

午前10時

2023年６月22日（木）

到着まで
午後５時30分

2023年６月22日（木）

まで
午後５時30分

議決権行使についてのご案内
議決権の行使には以下の３つの方法がございます。
なお、議決権を行使いただいた株主様に薄謝としてQUOカード500円分を贈呈いたします。
（QUOカードの発送は、本年８月頃を予定しております。）

インターネットによる議決権行使の詳細につきましては、次頁の「インターネットによる議決権行使のお
手続きについて」をご覧ください。

議決権行使サイトのシステム等に関するお問い合わせ
三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 証券代行部（ヘルプデスク）
・電話 0120-173-027（受付時間 ９:00～21:00、通話料無料）
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＜インターネットによる議決権行使のお手続きについて＞
インターネットにより議決権を行使される場合は、下記事項をご確認のうえ、行使していただきますよう

お願い申し上げます。
当日ご出席の場合は、郵送（議決権行使書）またはインターネットによる議決権行使のお手続きはいずれも

不要です。

１．議決権行使サイトについて
（１）インターネットによる議決権行使は、パソコンまたはスマートフォンから、当社の指定する議決権行使

サイト（ https://evote.tr.mufg.jp/ ）にアクセスしていただくことによってのみ実施可能です。（た
だし、毎日午前２時から午前５時までは取り扱いを休止します。）

（２）パソコンまたはスマートフォンによる議決権行使は、インターネット接続にファイアーウォール等を使
用されている場合、アンチウイルスソフトを設定されている場合、proxyサーバーをご利用の場合、
TLS暗号化通信を指定されていない場合等、株主様のインターネット利用環境によっては、ご利用でき
ない場合もございます。

（３）インターネットによる議決権行使は、2023年６月22日（木曜日）の午後５時30分まで受け付けいたし
ますが、お早めに行使していただき、ご不明な点等がございましたらヘルプデスクへお問い合わせくだ
さい。

２．インターネットによる議決権行使方法について
（１）パソコンによる方法

・議決権行使サイト（ https://evote.tr.mufg.jp/ ）において、議決権行使書用紙に記載された「ログイ
ンID」および「仮パスワード」をご利用いただき、画面の案内に従って賛否をご入力ください。

・株主様以外の第三者による不正アクセス（“なりすまし”）や議決権行使内容の改ざんを防止するため、
ご利用の株主様には、議決権行使サイト上で「仮パスワード」の変更をお願いすることになりますので
ご了承ください。

・株主総会の招集の都度、新しい「ログインID」および「仮パスワード」をご通知いたします。
（２）スマートフォンによる方法

・議決権行使書用紙に記載の「ログイン用QRコード」をスマートフォンにより読み取ることで、議決権
行使サイトに自動的に接続し、議決権行使を行うことが可能です。
（「ログインID」および「仮パスワード」の入力は不要です。）
・セキュリティの観点からQRコードを用いた議決権行使は1回に限り可能です。
２回目以降は、QRコードを読み取っても「ログインID」「仮パスワード」の入力が必要になります。

・スマートフォン機種によりQRコードでのログインができない場合があります。QRコードでのログイン
ができない場合には、上記２．（１）パソコンによる方法にて議決権行使を行ってください。
※QRコードは(株)デンソーウェーブの登録商標です。

３．複数回にわたり行使された場合の議決権の取り扱い
（１）郵送とインターネットにより重複して議決権を行使された場合は、インターネットによる議決権行使の

内容を有効として取り扱わせていただきますのでご了承ください。
（２）インターネットにより複数回にわたり議決権を行使された場合は、最後に行使された内容を有効とさせ

ていただきます。また、パソコンとスマートフォンで重複して議決権を行使された場合も、最後に行使
された内容を有効とさせていただきます。

４．議決権行使サイトへのアクセスに際して発生する費用について
議決権行使サイトへのアクセスに際して発生する費用（インターネット接続料金等）は、株主様のご負

担となります。
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株主総会参考書類
議案及び参考事項
第１号議案 取締役９名選任の件
本定時株主総会終結の時をもって、取締役全員（９名）は任期満了となりますので、取締役

９名の選任をお願いするものであります。
取締役候補者は次のとおりであります。

候補者
番 号

氏 名
（生 年 月 日） 略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況

所 有 す る
当 社 の
株 式 の 数

１
再任

井
いの

上
うえ

誠
まこと

（1954年５月11日生）

1978年４月 ソニー㈱ 入社
1983年12月 当社 入社
1987年３月 当社 専務取締役
1995年４月 当社 代表取締役社長(現任)
2008年４月 日本ノズル㈱ 代表取締役社長
2013年２月 上海那科夢楽商貿有限公司 董事長
2015年10月 日本ノズル㈱ 代表取締役会長(現任)

258,920株

２
再任

三
み

上
かみ

正
まさ

幸
ゆき

（1958年11月11日生）

1981年４月 シャープ㈱ 入社
1998年４月 同社 国内営業戦略室長
2004年４月 同社 ソーラーシステム事業本部

戦略推進統括 統括
2006年10月 同社 経営企画室 室長
2012年10月 同社 ディスプレイデバイス戦略本部

本部長
2016年12月 日本電産㈱(現 ニデック㈱) 入社

同社 グループ会社管理部 統括部長
2018年４月 当社 入社
2018年５月 当社 執行役員 経営企画部長
2018年６月 当社 常務取締役 経営企画管掌
2019年６月 当社 専務取締役
2021年１月 当社 専務取締役 経営企画室長(現任)

4,900株
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候補者
番 号

氏 名
（生 年 月 日） 略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況

所 有 す る
当 社 の
株 式 の 数

３

再任

井
いの

上
うえ

紘
ひろ

章
あき

（1980年４月30日生）

2005年４月 ㈱アイ・ピー・エス 入社
2005年11月 西日本電信電話㈱ 入社
2008年８月 当社 入社
2016年３月 当社 高機能機器事業部副事業部長
2016年11月 当社 高機能機器事業部長
2019年４月 当社 執行役員 高機能機器事業部長
2019年12月 上海那科夢楽商貿有限公司 董事長(現任)
2020年６月 当社 取締役 高機能機器事業部長 兼

機能材料事業部副事業部長
2021年４月 当社 取締役 営業本部長
2022年６月 当社 常務取締役 営業本部長(現任)

133,800株

４

再任

川
かわ

岸
ぎし

悟
さと

史
し

（1971年10月26日生）

1994年４月 ㈱アイ・エム・シー 入社
1999年４月 サンエス㈱ 入社
2000年７月 当社 入社
2010年２月 当社 執行役員 技術開発部長

兼 超砥粒応用事業部長
2010年６月 当社 取締役 超砥粒応用事業部長
2015年６月 当社 常務取締役 事業本部長
2015年10月 日本ノズル㈱ 代表取締役社長
2017年11月 当社 常務取締役 機能材料事業部長
2019年６月 当社 取締役 機能材料事業部長(現任)

3,200株
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候補者
番 号

氏 名
（生 年 月 日） 略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況

所 有 す る
当 社 の
株 式 の 数

5

再任

田
た

植
うえ

啓
ひろ

之
ゆき

（1967年９月５日生）

1990年４月 ㈱ダイエー 入社
2001年７月 当社 入社
2008年４月 日本ノズル㈱ 取締役
2014年６月 当社 執行役員 超砥粒応用事業部長
2015年６月 当社 取締役 超砥粒応用事業部長
2016年３月 上海那科夢楽商貿有限公司 董事長
2021年４月 当社 取締役 管理本部副本部長 兼

経営企画室部長
2023年４月 当社 取締役 管理本部長 兼

経営企画室部長(現任)

15,100株

6

再任

藤
ふじ

原
わら

邦
くに

裕
ひろ

（1965年９月11日生）

1988年３月 日本ノズル㈱ 入社
2010年６月 同社 取締役 事業統括部長
2015年10月 同社 専務取締役 事業統括部長
2019年４月 同社 代表取締役社長(現任)
2022年４月 当社 執行役員 営業本部副本部長
2022年６月 当社 取締役 営業本部副本部長(現任)

－

7

再任

井
いの

上
うえ

絢
じゅん

哉
や

（1983年５月20日生）

2002年11月 東電気工業㈱ 入社
2008年６月 当社 入社
2018年３月 当社 超砥粒応用事業部

和泉ＤＷ生産部長
2021年４月 当社 ＤＷ生産部長
2022年６月 当社 取締役 ＤＷ生産部長(現任)

128,700株

８
再任 社外 独立

京
きょう

谷
たに

忠
ただ

幸
ゆき

（1962年７月24日生）

1981年４月 日本タングステン㈱ 入社
1986年４月 ㈱岳将 入社
1991年10月 ㈱ピーエムティー 代表取締役社長(現任)
2015年６月 当社 社外取締役(現任)
2020年５月 ㈱シンク・アイホールディングス

代表取締役社長・CEO(現任)

2,000株
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候補者
番 号

氏 名
（生 年 月 日） 略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況

所 有 す る
当 社 の
株 式 の 数

９
再任 社外 独立

大
おお

山
やま

隆
たか

司
し

（1942年12月15日生）

1970年４月 奈良地方裁判所 判事補任官
1980年４月 神戸地方・家庭裁判所姫路支部 判事任官
1988年４月 札幌地方裁判所 部総括判事
1991年４月 司法研修所 教官
1995年４月 大阪地方裁判所 部総括判事
2002年９月 京都地方裁判所 所長
2005年５月 大阪地方裁判所 所長
2007年１月 札幌高等裁判所 長官
2008年４月 京都大学大学院法学研究科 教授
2016年６月 当社 社外取締役(現任)

－

（注）１ 各候補者と当社の間には、特別の利害関係はありません。
２ 候補者の所有する当社株式数は、2023年３月31日現在の状況を記載しております。
３ 京谷忠幸及び大山隆司の両氏は社外取締役候補者であります。

両氏は、東京証券取引所の定めに基づく独立役員として届け出ております。
４ 社外取締役候補者の選任理由及び期待される役割の概要

京谷忠幸氏は、長年にわたり㈱ピーエムティーの代表取締役社長を務められており、経営者として
の豊富な経験と幅広い見識をもとに、当社取締役会でも積極的に意見を述べていただきました。こ
れらの経験と実績から当社の経営事項の決定に際して客観的な立場で意見及び有用な助言等をいた
だけることを期待し、引き続き、社外取締役候補者といたしました。同氏の当社社外取締役就任期
間は、本総会終結時において８年間であります。
大山隆司氏は、司法分野における豊富な経験と専門知識を有しており、当社取締役会でも公正かつ
客観的な立場に立って適切な意見をいただいております。これらの経験と実績から当社の経営監督
機能、コンプライアンス機能等の強化を期待し、引き続き、社外取締役候補者といたしました。
なお、同氏は、社外取締役となること以外の方法で会社経営に関与したことはありませんが、上記
の理由により社外取締役としての職務を適切に遂行していただけるものと判断いたしました。同氏
の当社社外取締役就任期間は、本総会終結時において７年間であります。

５ 当社は、京谷忠幸及び大山隆司の両氏との間で、会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第
423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結しており、当該契約に基づく責任限度額は、法
令で定める限度額の範囲としております。両氏の再任が承認された場合、当社は両氏との間で上記
責任限定契約を継続する予定であります。

６ 当社は、会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約を保険会社との間で締結し、
被保険者が負担することになる同項に定める損害を当該保険契約により補填することとしておりま
す。各候補者が取締役に選任された場合には、いずれの候補者も当該保険契約の被保険者に含めら
れることとなります。また、当該保険契約は、次回更新時においても同内容での更新を予定してお
ります。
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第２号議案 監査役１名選任の件
監査役戒能眞介氏は、本定時株主総会終結の時をもって辞任により退任いたしますので、監

査役１名の選任をお願いするものであります。
なお、加藤彰氏は、戒能眞介氏の補欠として選任されることとなりますので、その任期は当

社定款の定めにより、退任された監査役の任期の満了すべき時までとなります。
また、本議案につきましては、あらかじめ監査役会の同意を得ております。
監査役候補者は次のとおりであります。
氏 名

（生 年 月 日） 略歴、地位及び重要な兼職の状況
所 有 す る
当 社 の
株 式 の 数

新任 社外 独立

加
か

藤
とう

彰
あきら

（1960年 1 月22日生）

1982年４月 シャープ㈱ 入社
2005年４月 同社 経理本部経理部 参事
2006年 6 月 電子情報技術産業協会(JEITA)

経理・財務委員長(兼職)
2007年 6 月 日本機械輸出組合 国際税務研究会 座長(兼職)
2014年 3 月 日本電産㈱(現 ニデック㈱) 入社

同社 グローバル税務企画部 部長

－

（注）１ 候補者と当社の間には、特別の利害関係はありません。
２ 加藤彰氏は、社外監査役候補者であり、同氏の選任が承認された場合、東京証券取引所の定めに基

づく独立役員として届け出る予定であります。
３ 加藤彰氏は、長年にわたり上場企業の経理財務部門の責任者として勤務され、財務及び会計に関す

る相当程度の知見を有し、当社の監査においてその職務を適切に遂行していただけるものと判断し、
社外監査役候補者といたしました。

４ 当社は、加藤彰氏の選任が承認された場合、同氏との間で、会社法第423条第1項の損害賠償責任を
限定する契約を締結する予定としており、当該契約に基づく責任限度額は、法令で定める限度額の
範囲としております。

５ 当社は、会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約を保険会社との間で締結し、
被保険者が負担することになる同項に定める損害を当該保険契約により補填することとしておりま
す。候補者が監査役に選任された場合には、当該保険契約の被保険者に含められることとなります。
また、当該保険契約は、次回更新時においても同内容での更新を予定しております。

以 上
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事 業 報 告
（2022

2023
年
年

４
３

月
月

１
31

日から
日まで）

１．企業集団の現況に関する事項
（1）事業の経過及びその成果

当連結会計年度におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症による行動制限が緩和
され、経済活動に回復の兆しが見られたものの、半導体不足や為替変動、原材料・エネルギ
ー価格の高騰などが影響しており、依然として先行き不透明な状況が継続しております。ま
た、海外経済についても、昨年末までゼロコロナ政策を堅持したことによる中国経済停滞の
影響に加え、ロシア・ウクライナ紛争の長期化や、欧米におけるインフレの加速や金融引き
締め政策の実施により、先行き不透明な状況が継続しております。
このような状況下、当社グループは、化学繊維用紡糸ノズル事業において、風力発電用ブ

レード向け炭素繊維用紡糸ノズルの売上を中心に堅調に推移いたしましたが、特殊精密機器
事業においては、中国経済の停滞や世界的な半導体不足の影響などを受け厳しい事業環境と
なりました。
これらの結果、当連結会計年度における売上高は3,322百万円（前期比17.7％減）、営業利

益は33百万円（前期比89.4％減）、経常利益は65百万円（前期比80.6％減）、親会社株主に
帰属する当期純損失は124百万円（前期は257百万円の親会社株主に帰属する当期純損失）
となりました。

セグメント別の業績は次のとおりであります。

① 特殊精密機器事業
特殊精密機器事業については、工作機械向け耐摩工具関連分野、産業機械向け実装機用

ノズル分野ともに、中国経済停滞や世界的な半導体不足の影響により、厳しい受注環境が
継続したことによる売上高の減少に加え、原材料価格やエネルギーコストの高騰などの影
響を受け、損益面も厳しい状況となりました。
これらの結果、売上高は818百万円（前期比11.3％減）、セグメント利益は40百万円

（前期比64.7％減）となりました。
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② 化学繊維用紡糸ノズル事業
化学繊維用紡糸ノズル事業については、風力発電用ブレード向け炭素繊維用紡糸ノズル

売上の伸長に加え、不織布製造装置案件が検収されるなど堅調に推移したものの、中国経
済停滞の影響を受け既存の化学繊維用紡糸ノズルの売上が減少いたしました。
これらの結果、売上高は2,257百万円（前期比24.8％減）、セグメント利益は376百万円

（前期比44.4％減）と、新型コロナウイルスの感染拡大に起因したマスク特需により売上
が大きく伸長し、高収益であった前年同期と比較すると減収減益という結果となりました。

③ 電子材料スライス周辺事業
電子材料スライス周辺事業については、一部顧客において販売開始が計画より遅れてい

るものの、当社の半導体向けダイヤモンドワイヤを正式採用する企業が徐々に増えてきて
おり、それに伴いダイヤモンドワイヤの販売量も増加しております。また、新型ダイヤモ
ンドワイヤ製造装置（以下、PHX-01）販売については、中国ダイヤモンドワイヤメーカー
への販売案件において検収作業が完了し、その対価を収益計上いたしました。
これらの結果、売上高は169百万円（前期比142.9％増）、セグメント損失は162百万円

（前期は383百万円のセグメント損失）となりました。

④ マテリアルサイエンス事業
新規事業として取り組んでいるナノサイズゼオライトについては、複数の用途分野にお

いて開発ステージからエンドユーザでの評価ステージへ移行し、量産採用に向けた評価が
進んでおります。また、業務提携先である山全社からのパイロットプラントに係る受託収
入を計上しております。
これらの結果、売上高は76百万円（前期比81.3％増）、セグメント損失は136百万円

（前期は142百万円のセグメント損失）となりました。

事業の部門別売上高
事 業 別 売 上 高 構 成 比

特殊精密機器事業 818,174 千円 24.6 ％

化学繊維用紡糸ノズル事業 2,257,968 68.0
電子材料スライス周辺事業 169,650 5.1
マテリアルサイエンス事業 76,363 2.3

合 計 3,322,156 100.0
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（2）設備投資の状況
当連結会計年度において実施しました設備投資の総額は542百万円で、その主なものは、

次のとおりであります。
特殊精密機器事業関連 25百万円
化学繊維用紡糸ノズル事業関連 506百万円

（3）資金調達の状況
該当事項はありません。

（4）対処すべき課題
国内経済、海外経済ともに先行き不透明な状況が継続する中、当社グループでは2024年

3月期において、これまで取り組んできた構造改革を完了させるとともに、それぞれの事業
における成長基盤の確立を目指し、以下の取り組みを進めてまいります。

① 既存収益事業のさらなる収益力強化
既存収益事業である特殊精密機器事業及び化学繊維用紡糸ノズル事業においては、設

備投資を含めた新規技術の獲得に積極的に取り組み、新規顧客の開拓や既存顧客の深
耕、製造現場における生産技術力と生産性の向上を実現することなどにより、さらなる
収益力の強化に取り組んでまいります。

② ナノサイズゼオライトの事業化
新規事業として取り組んでいるナノサイズゼオライトの開発については、各用途分野

において顧客評価やエンドユーザー評価が進んでいるものの正式採用には至っておら
ず、2024年3月期中の量産顧客の獲得を目指し、早期の事業化に向け取り組んでまい
ります。

③ 電子材料スライス周辺事業におけるビジネスモデル転換の完了
2019年11月に太陽光発電向けダイヤモンドワイヤ生産事業から撤退し、半導体向け

ダイヤモンドワイヤ及びPHX-01の生産・販売事業へとビジネスモデルを転換した同事
業においては、半導体向けダイヤモンドワイヤの販売拡大及びインドを始めとするダイ
ヤモンドワイヤ生産拠点へのPHX-01の継続的受注の獲得により収益事業化を達成し、
ビジネスモデル転換の完了を目指します。
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④ 研究開発力の強化
当社グループの持続的発展のためには、技術競争力に裏打ちされた様々な研究開発が

必須と考えております。この研究開発力を基盤として社会に役立つ製品開発を推進し、
「エネルギー」「環境」「医療」を事業領域の3本の柱として次世代技術の研究開発を進め
てまいります。

⑤ 人材の確保・育成
当社グループの持続的発展のためには、現在保有する高度かつ熟練した生産技術を次

世代に継承するだけでなく、今後の当社グループの経営の中核を担う人材の育成が急務
と考えております。このため当社グループでは高度人材の確保のため継続的な採用活動
を行うとともに、人材教育体制を構築し、経営環境の変化に対応できる人材の育成に取
り組んでまいります。

⑥ 内部管理体制の強化
当社グループは、会社法、金融商品取引法及びその他の法令を遵守するコンプライア

ンス体制を継続して強化していくとともに、内部牽制が機能する管理体制を構築するこ
とで、株主や取引先など、すべてのステークホルダーの信頼に耐えうる組織を目指して
まいります。
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（5）企業集団の財産及び損益の状況の推移

区 分 2020年３月期
第50期

2021年３月期
第51期

2022年３月期
第52期

2023年３月期
（当連結会計年度）

第53期

売 上 高 2,797,313
千円

3,806,061
千円

4,038,389
千円

3,322,156
千円

親会社株主に帰属する当期
純利益又は当期純損失（△） △600,032

千円
7,517

千円
△257,117

千円
△124,471

千円

１ 株 当 た り 当 期 純 利 益
又 は 当 期 純 損 失（△） △73.16

円
0.75

円
△23.97

円
△11.29

円

総 資 産 6,478,526
千円

6,021,471
千円

5,874,355
千円

4,688,582
千円

純 資 産 523,173
千円

515,312
千円

840,036
千円

714,971
千円

１ 株 当 た り 純 資 産 額 50.63
円

50.01
円

74.98
円

63.65
円

（注）１ 「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を第52期の期首より適
用しており、第52期以降に係る企業集団の財産及び損益の状況推移については、当該会計基準等を適
用した後の数値を記載しております。

２ １株当たり当期純利益又は当期純損失は期中平均発行済株式総数に基づき、１株当たり純資産額は期
末発行済株式総数に基づき算出しております。

（6）重要な子会社の状況
会 社 名 資 本 金 当社の出資比率 主 要 な 事 業 内 容

日本ノズル株式会社 48,000
千円

100
％ 合成繊維用・化学工業用各種

ノズルの製造・販売

上海那科夢楽商貿有限公司 450,000
USD

100 当社製品の販売・原材料等の
仕入

（注） 特定完全子会社に該当する子会社はありません。
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（7）主要な事業内容（2023年３月31日現在）
事 業 主 要 製 品

特殊精密機器事業
ダイヤモンド、チタン、タングステン、モリブデン及びセラミックス等超硬
素材を使用した特殊精密部品、耐摩耗冶工具、切削冶工具、超硬冶工具、産
業用機械装置の設計・製造・販売

化学繊維用紡糸ノズル事業 化学繊維用紡糸ノズル及び周辺部品、不織布製造装置、不織布関連ノズル等
の設計・製造・販売

電子材料スライス周辺事業 ダイヤモンドワイヤ製造装置の開発・販売、半導体向けダイヤモンドワイヤ
の開発・販売

マテリアルサイエンス事業 ナノサイズゼオライトの開発・販売

（8）企業集団の主要な営業所及び工場（2023年３月31日現在）
① 当社

区 分 所 在 地

本 社 堺市西区

工 場 大阪府和泉市（和泉工場）

② 子会社
社 名 所 在 地

日本ノズル株式会社 神戸市西区

上海那科夢楽商貿有限公司 上海市長寧区

2023年05月24日 01時15分 $FOLDER; 16ページ （Tess 1.50(64) 20201224_01）



16

（9）企業集団の従業員の状況（2023年３月31日現在）
従 業 員 数 前連結会計年度末比増減

157名 6名減

（注）１ 従業員数は就業人員数であります。
２ 従業員数には、期末日現在の非正規社員17名及び派遣社員8名は含まれておりません。

（10）主要な借入先（2023年３月31日現在）
借 入 先 借 入 額

株式会社りそな銀行 630,000千円

株式会社三菱ＵＦＪ銀行 567,000

株式会社紀陽銀行 430,000

株式会社山陰合同銀行 388,000

株式会社伊予銀行 255,000

（11）その他企業集団の現況に関する重要な事項
中国の江蘇三超社に対するダイヤモンドワイヤ生産設備等の譲渡案件について、同社より

2021年11月17日付で当社の契約義務の履行がなされなかったとして、シンガポール国際仲
裁センター（以下、SIAC）に対し、本契約を解除するとともに損害賠償を請求する仲裁の申
立てが行われました。当社としては、本契約に関する契約義務の履行は完了しており、同社
の主張する契約解除事由には該当しないと考えているため、同年12月１日付で同社に対し残
対価の支払いを求める申立てを行っております。引き続き、SIACでの仲裁において当社の正
当性を主張してまいります。
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２．会社の株式に関する事項（2023年３月31日現在）
（1）発行可能株式総数 30,000,000株
（2）発行済株式の総数 11,020,900株
（3）株 主 数 8,755名
（4）大 株 主 （上 位 10 位）

株 主 名 持 株 数 持 株 比 率

株式会社ＳＢＩ証券 443,600
株

4.03
％

楽天証券株式会社 329,600 2.99

井上 誠 258,920 2.35

株式会社ＹＭＤ 248,000 2.25

株式会社ナカムラコーポレーション 179,000 1.62

井上 阿佐美 148,380 1.35

井上 紘章 133,800 1.21

井上 絢哉 128,700 1.17

野村證券株式会社 111,500 1.01

日本証券金融株式会社 93,000 0.84
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３．会社の新株予約権等に関する事項
当事業年度末に当社役員が保有している新株予約権等の状況

第４回新株予約権
発 行 日 2017年６月16日

区 分 取締役
（社外取締役を除く）

保 有 者 数 （個 数） ６名（66個）

目 的 と な る 株 式 の 数 6,600株
（注）

目 的 と な る 株 式 の 種 類 普通株式
権利行使時１株当たりの行使価額 1,995円

権 利 行 使 期 間 2019
2027

年
年

６
６

月
月
17
16

日から
日まで

新 株 予 約 権 の 行 使 の 条 件 （別記）

（注）新株予約権１個当たりの目的となる株式数は、100株であります。

（別記）
・新株予約権の行使の条件
ⅰ．新株予約権の割当を受けた者（以下「新株予約権者」という。）は、権利行使時において当社または

当社子会社の取締役、監査役または従業員いずれかの地位を保有していること、あるいは、当社と顧
問契約を締結している場合に限る。ただし、定年退職その他取締役会が正当な理由があると認めた場
合は、この限りではない。

ⅱ．新株予約権者が死亡した場合、その者の相続人は新株予約権を行使することができる。
ⅲ．その他の条件は、株主総会及び取締役会決議に基づき、当社と新株予約権者との間で締結する「新株

予約権割当契約書」に定めるところによる。
・その他取得の条件
ⅰ．当社は、新株予約権者またはその相続人が新株予約権の行使の条件に該当しなくなった場合は、当該

新株予約権を無償で取得することができる。
ⅱ．当社は、当社が消滅会社となる合併契約書承認の議案が当社株主総会で承認された場合、または、当

社が完全子会社となる株式交換契約書承認の議案もしくは株式移転の議案が当社株主総会で承認され
た場合は、新株予約権を無償で取得することができる。
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４．会社役員に関する事項
（1）取締役及び監査役の氏名等（2023年３月31日現在）

氏 名 地 位 及 び 担 当 重 要 な 兼 職 の 状 況
井上 誠 代表取締役社長 日本ノズル㈱ 代表取締役会長
三上 正幸 専務取締役 経営企画室長
井上 紘章 常務取締役 営業本部長 上海那科夢楽商貿有限公司 董事長
藤井 秀亮 取締役 管理本部長
川岸 悟史 取締役 機能材料事業部長

田植 啓之 取締役 管理本部副本部長 兼 経営企画
室部長

藤原 邦裕 取締役 営業本部副本部長 日本ノズル㈱ 代表取締役社長
井上 絢哉 取締役 ＤＷ生産部長

京谷 忠幸 取締役
㈱シンク・アイホールディングス
代表取締役社長・CEO
㈱ピーエムティー 代表取締役社長

大山 隆司 取締役
戒能 眞介 監査役（常勤）
松村 安之 監査役 弁護士 唯一法律事務所 代表

中川 雅晴 監査役
公認会計士 中川雅晴事務所 代表
ＧＭＢ㈱ 社外監査役
セブン工業㈱ 社外取締役

（注）１ 取締役 京谷忠幸、大山隆司の両氏は、社外取締役であります。
２ 監査役 戒能眞介、松村安之、中川雅晴の３氏は、社外監査役であります。
３ 取締役 京谷忠幸、大山隆司ならびに監査役 戒能眞介、松村安之、中川雅晴の５氏は、東京証券取

引所の定めに基づく独立役員として届け出ております。
４ 監査役 戒能眞介氏は、国内大手メーカーでの経理財務部門の責任者としての経験を有しており、ま

た、監査役 中川雅晴氏は、公認会計士の資格を有しており、両氏ともに財務及び会計に関する相当
程度の知見を有するものであります。

５ 当事業年度中の取締役の異動は、次のとおりであります。
氏 名 新 旧 異動年月日

井上 紘章 常務取締役 営業本部長 取締役 営業本部長 2022年6月24日
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6 当事業年度中に退任した取締役は、次のとおりであります。
退任時の会社に
おける地位 氏 名 旧退任時の担当及び

重要な兼職の状況 退任日

取締役 藤井 秀亮 取締役 管理本部長 2023年3月31日

・ 取締役 藤井秀亮氏は、辞任による退任であります。

7 当事業年度末日以降に生じた取締役の異動は、次のとおりであります。
氏 名 新 旧 異動年月日

田植 啓之 取締役 管理本部長 兼
経営企画室部長

取締役 管理本部副本部長
兼 経営企画室部長 2023年4月1日

（2）責任限定契約の内容の概要
当社は、会社法第427条第１項の規定に基づき、取締役（業務執行取締役等である者を除

く。）及び監査役との間において、法令に定める要件について該当する場合には、会社法第
423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結しております。当該契約に基づく損害賠
償の限度額は、法令で定める限度額の範囲としております。

（3）役員等賠償責任保険契約の内容の概要
当社は、会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約を保険会社との間

で締結しております。当該保険契約の被保険者の範囲は当社及び日本ノズル株式会社の取締
役、監査役であり、被保険者は保険料を負担しておりません。当該保険契約により保険期間
中に被保険者に対して提起された損害賠償請求に係る争訟費用及び損害賠償金等が補填され
ることとなります。
ただし、被保険者の職務の執行の適正性が損なわれないようにするため、当該被保険者が

法令違反の行為であることを認識して行った行為に起因して生じた損害の場合には補填の対
象とならないなど、一定の免責事由があります。
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（4）当事業年度に係る取締役及び監査役の報酬等
① 取締役の個人別の報酬等の内容に係る決定方針に関する事項

当社は、取締役の個人別の報酬等の内容に係る決定方針（以下「決定方針」という。）
を定めており、その概要として、当社の取締役の報酬は、企業価値の持続的な向上を図
るインセンティブとして十分に機能するよう株主利益と連動した報酬体系とし、個々の
取締役の報酬の決定に際しては、その役割の範囲や職責の重さ等を踏まえ、優秀な人材
を確保・維持できる報酬水準、報酬体系とすることを基本方針としております。
具体的には、業務執行取締役の報酬は、固定報酬としての金銭報酬（月額報酬及び賞

与）と非金銭報酬により構成され、業績連動報酬は定めておりません。また、監督機能
を担う社外取締役については、その職務に鑑み、月額報酬のみとしております。
当該決定方針については、2021年２月26日開催の取締役会決議により定められてお

ります。

② 取締役及び監査役の報酬等についての株主総会の決議に関する事項
取締役の金銭報酬の額は、2015年６月29日開催の第45回定時株主総会において年

額250百万円以内と決議されております。当該定時株主総会終結時点の取締役の員数は
８名（うち社外取締役２名）です。また、非金銭報酬として、2016年６月24日開催の
第46回定時株主総会においてストックオプションの付与を決議しておりますが、当該
決議により取締役に割り当てられた150個（１個につき100株）は、すべて付与されて
おります。当該定時株主総会終結時点の取締役（社外取締役を除く。）の員数は６名で
す。
監査役の金銭報酬の額は、2015年６月29日開催の第45回定時株主総会において年

額30百万円以内と決議されております。当該定時株主総会終結時点の監査役の員数は
３名（うち社外監査役３名）です。
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③ 取締役の個人別の報酬等の内容の決定に係る委任に関する事項
当社においては、取締役会の委任決議に基づき、代表取締役社長 井上 誠が取締役の

個人別の報酬額の具体的内容を決定しております。
その権限の内容は、月額報酬については、役位別の報酬テーブルの範囲内で役位、職

責に応じて当社の業績、他社水準等を総合的に勘案し、決定するものとしております。
また、賞与については、個別に株主総会決議を経て、当該株主総会決議で承認された額
の範囲内で、各人の業績に対する貢献度等に鑑み決定するものとしておりますが、配当
可能利益が確保されるまで賞与の支給は行わないこととしております。
代表取締役は、権限の行使にあたって、役付取締役との協議を経るものとしており、

その協議結果について常勤監査役の確認を経なければならないものとしております。当
該手続きを経て取締役の個人別の報酬額が決定されていることから、取締役会はその内
容が決定方針に沿うものであると判断しております。
代表取締役に委任をした理由は、当社全体の業績を俯瞰しつつ各取締役の担当領域や

職責の評価を行うには、代表取締役が最も適しているからです。
なお、代表取締役の権限の行使に関する適正性を担保するため、上記のとおり、取締

役の個人別の報酬額の決定に際して、役付取締役との協議及び常勤監査役の確認を経る
こととしております。

④ 取締役及び監査役の報酬等の総額等
区 分 支 給 人 員 報 酬 等 の 額

取締役
（うち社外取締役）

10名
（ 2名）

127,381千円
（ 4,800千円）

監査役
（うち社外監査役）

3名
（ 3名）

12,300千円
（ 12,300千円）

合 計 13名 139,681千円
（注） 当事業年度において支払われた非金銭報酬はありません。
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（5）社外役員に関する事項
① 重要な兼職先である他の法人等と当社との関係

区 分 氏 名 重要な兼職の状況 当社との関係

取 締 役 京谷 忠幸
㈱シンク・アイホールディングス
代表取締役社長・CEO
㈱ピーエムティー 代表取締役社長

当社と㈱シンク・アイホールディングス及
び㈱ピーエムティーとの間に重要な取引そ
の他の関係はありません。

取 締 役 大山 隆司

監 査 役 戒能 眞介

監 査 役 松村 安之 弁護士 唯一法律事務所 代表 当社と唯一法律事務所との間に重要な取引
その他の関係はありません。

監 査 役 中川 雅晴
公認会計士 中川雅晴事務所 代表
ＧＭＢ㈱ 社外監査役
セブン工業㈱ 社外取締役

当社と中川雅晴事務所及びＧＭＢ㈱、セブ
ン工業㈱との間に重要な取引その他の関係
はありません。

② 主要取引先等特定関係事業者との関係
該当事項はありません。
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③ 当事業年度における主な活動状況
区 分 氏 名 取締役会出席状況 監査役会出席状況 主な活動状況

取 締 役 京谷 忠幸 12回中11回
（92％） ─

当社の経営全般に対し助言・提
言を行うほか、企業経営に関す
る豊富な知識・経験等に基づく
観点から、議案の審議に必要な
発言を適宜行っております。

取 締 役 大山 隆司 12回中12回
（100％） ─

当社の経営全般に対し、主に司
法の専門家としての見地から助
言・提言を行うほか、議案の審
議に必要な発言を適宜行ってお
ります。

監 査 役 戒能 眞介 12回中12回
（100％）

12回中12回
（100％）

常勤監査役として、経営会議な
どの取締役会以外の重要会議に
も出席し、産業界に対する幅広
い見識に基づき適宜発言を行っ
ております。

監 査 役 松村 安之 12回中12回
（100％）

12回中12回
（100％）

主に弁護士としての専門的見地
から適宜発言を行っております。

監 査 役 中川 雅晴 12回中11回
（92％）

12回中12回
（100％）

主に公認会計士としての専門的
見地から適宜発言を行っており
ます。

④ 社外取締役が果たすことが期待される役割に関して行った職務の概要
氏 名 主な職務の概要

京谷 忠幸 経営者としての豊富な経験と幅広い見識をもとに、当社の経営全般にわたって、有用な
助言をいただきました。

大山 隆司 司法分野における豊富な経験と専門知識に基づき、取締役会での審議の際には、コンプ
ライアンス上の問題点等について具体的な助言をいただきました。

2023年05月24日 01時15分 $FOLDER; 25ページ （Tess 1.50(64) 20201224_01）



25

５．会計監査人の状況
（1）会計監査人の名称

新月有限責任監査法人

（2）当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額
会計監査人の報酬等の内容 支 払 額

① 当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額 21,000千円

② 当社及び当社子会社が支払うべき金銭その他の財産上の利益の合計額 21,000千円

（注）１ 当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監査
の監査報酬等の額を明確に区分しておらず、実質的にも区分できませんので、上記の金額には金融
商品取引法に基づく監査の報酬等の額を含めております。

２ 当社監査役会は、日本監査役協会が公表する「会計監査人との連携に関する実務指針」を踏まえ、
過年度の監査計画における監査項目別、階層別監査時間の実績及び報酬額の推移ならびに会計監査
人の職務遂行状況を確認し、当事業年度の監査計画及び報酬額の妥当性を検討した結果、会計監査
人の報酬等について会社法第399条第１項の同意を行っております。

（3）会計監査人の解任または不再任の決定の方針
監査役会は、会計監査人の職務の執行に支障がある場合等その他その必要があると判断し

た場合は、会計監査人の解任または不再任に関する議案を決定し、取締役会は、当該決定に
基づき、当該議案を株主総会に提出いたします。
また、監査役会は、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目に該当すると認

められる場合は、監査役全員の同意に基づき監査役会が、会計監査人を解任いたします。こ
の場合、監査役会が選定した監査役は、解任後最初に招集される株主総会におきまして、会
計監査人を解任した旨と解任の理由を報告いたします。
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６．業務の適正を確保するための体制
当社は業務の適正を確保するための体制として、2010年３月29日の取締役会にて、「内

部統制システムの整備に関する基本方針」を定める決議（2015年５月15日の取締役会にて
一部改定の決議）を行っており、概要は以下のとおりであります。

（1）当社グループの取締役及び使用人の職務の遂行が法令及び定款に適合することを確保する
ための体制

① 取締役会は、法令及び定款等の遵守のための体制を含む内部統制システムに関する基本
方針を決定し、その運用状況を監督するとともに、適宜、基本方針の見直しを行う。

② 監査役は、内部統制システムの整備と運用状況を含め、独立した立場から取締役の職務
執行の監査を行う。

③ 代表取締役社長を委員長とするコンプライアンス推進委員会を設置し、遵法精神に基づ
く企業行動ならびに社員行動の徹底を図るための重要事項を審議し、推進する。また、
企業行動憲章を制定し、周知徹底することにより、当社グループ全役職員のコンプライ
アンスに対する意識の維持向上に努める。

④ 内部通報制度の整備
当社は、コンプライアンスに関する相談または不正行為等の通報の窓口として内部通報
制度を整備し、内部通報制度の適切な運用を通じて、コンプライアンスに係る情報を全
役職員から広く収集する。

⑤ 内部監査部門として業務執行部門から独立した内部監査室を設置し、内部監査規程及び
年次の内部監査計画に基づき、各部門について内部統制システムの有効性を含めた内部
監査を実施し、監査計画、監査状況ならびに監査結果は、定期的に監査役に対して報告
するとともに、監査結果を代表取締役社長に報告する。

（2）取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制
株主総会議事録、取締役会議事録等の法定文書のほか重要な職務執行に係る情報が記載さ

れた文書（電磁的記録を含む。以下同じ。）を関連資料とともに、法令、定款及び社内規程
の定めるところに従い、適切に保存し、管理する。取締役及び監査役は、これらの文書を常
時閲覧または謄写できるものとする。また、重要な開示すべき情報を迅速かつ網羅的に収集
した上で法令等に従い、適時かつ適切に開示する。
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（3）当社グループの損失の危険の管理に関する規程その他の体制
① 当社グループの事業運営に重大な影響を及ぼす可能性のあるリスクを把握し、その評価

を行い、これを事業運営に活かす仕組みを整備する。また、当該リスク管理の実効性を
確保するためにリスク管理委員会を設置し、その体制を整備する。

② 事業運営に重大な影響を及ぼす事態が発生した場合の対応やその予防について、必要な
処置を講じる。

（4）当社グループの取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
① 当社は、意思決定の迅速化のため、業務分掌規程及び職務権限規程等の社内規程を整備

し、権限、責任を明確にするとともに、重要事項については、取締役会の意思決定に資
するものとする。

② 当社は、グループ企業に対し、当社の業務分掌、指揮命令系統及び意思決定その他の組
織に関する基準に準拠した体制を構築させる。

③ 取締役は、年度計画及び中期経営計画に基づき、業務の進捗状況等を定期的に確認す
る。

④ 取締役会を毎月開催し、重要事項の決定及び各部における進捗状況報告等の業務報告を
行う。

（5）当社及びその子会社からなる企業集団における業務の適正を確保するための体制
① 当社グループ企業全てに適用する行動指針として企業行動憲章を定め、当社グループ全

体において遵法経営を実践する。
② グループ企業を統轄する部署を定め、グループ企業各社の業務を所管する事務部門と連

携し、関係会社管理規程など関連規程に基づき、グループ企業各社の経営管理を行うも
のとし、必要に応じてモニタリングを行うものとする。

③ 内部監査室が定期的に実施する内部監査により、子会社の業務が関係会社管理規程及び
当社の経営方針に基づいて、適切に運営されていることを確認する体制とすることで、
業務の適正を確保するものとする。

④ 当社は、グループ企業各社に対し、重要な案件に関する事前協議等、当社の関与を義務
付けるほか、関係会社管理規程に定める一定の事項について、定期及び随時に当社に報
告させるものとする。
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（6）監査役がその職務の補助をすべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人に関
する事項ならびにその使用人の取締役からの独立性に関する事項
監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合、取締役会は監査役と協議

のうえ、監査役を補助すべき使用人を置くものとする。なお、使用人の任命、異動、評価、
指揮命令権限等は、監査役の事前の同意を得るものとし、当該使用人の取締役会からの独立
性を確保するものとする。

（7）取締役及び使用人が監査役に報告をするための体制その他の監査役への報告に関する体制
ならびに報告したことを理由として不利な取扱いを受けないことを確保するための体制

① 取締役及び使用人は、当社及び当社グループの業務または業績に影響を与える重要な事
項につき、その内容、業務執行の状況及び結果について遅滞なく監査役に報告する。ま
た、これに係わらず、監査役は、いつでも必要に応じて、取締役及び使用人に対して報
告を求めることができるものとする。

② 監査役に報告したことを理由とする不利益処分その他の不当な取扱いを禁止するととも
に、グループ企業各社においてもその徹底を図る。

（8）その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制
① 監査役は、代表取締役社長と定期的に会合をもち、経営方針、会社の対応すべき課題、

会社を取り巻くリスクのほか、監査役監査の環境整備の状況、監査上の重要問題点につ
いて意見を交換する。

② 重要な意思決定の過程及び業務の執行状況を把握できるようにするため、監査役は取締
役会のほか、重要な会議に出席できる。また、監査役から要求のあった文書等は、随時
提供する。

③ 監査役が、その職務の執行について生ずる費用の前払いまたは償還等の請求をしたとき
は、速やかに当該費用または債務を処理する。

（9）財務報告の信頼性に係る内部統制を確保するための体制
当社グループの財務報告の適正性と信頼性を確保するための体制として、適正な会計処理

を確保し、財務報告の信頼性を向上させるため、財務報告にかかる内部統制の体制を整備す
る。

2023年05月24日 01時15分 $FOLDER; 29ページ （Tess 1.50(64) 20201224_01）



29

（10）反社会的勢力との関係を遮断するための体制
① 当社グループは、暴力団、暴力団構成員、準構成員、暴力団関係企業、総会屋、社会運

動標ぼうゴロ、政治活動標ぼうゴロ、特殊知能暴力集団等の反社会的勢力（以下「反社
会的勢力」という。）との関係を一切遮断する。

② 当社グループは、反社会的勢力排除のため、以下の体制整備を行う。
1．反社会的勢力対応部署の設置
2．反社会的勢力に関する情報収集・管理体制の構築
3．外部専門機関との連携体制の確立
4．反社会的勢力対応マニュアルの制定
5．暴力団排除条項の導入
6．その他反社会的勢力を排除するために必要な体制の確立

７．業務の適正を確保するための体制の運用状況
当社では、「内部統制システムの基本方針」に基づき、企業集団の業務の適正を確保する

ための体制整備とその適切な運用に努めており、当連結会計年度における運用状況の概要は
次のとおりであります。
① 主な会議の開催状況として、取締役会は12回開催され、取締役の職務執行の適法性の

確保及び適正性を高めるために、当社と利害関係を有しない社外取締役が全てに出席い
たしました。取締役会のほか、監査役会は12回、経営会議は12回開催いたしました。

② 監査役は、監査役会において定めた監査計画に基づき監査を行うとともに、当社代表取
締役社長及び他の取締役、内部監査室、子会社監査役ならびに会計監査人との間で意見
交換を実施し、情報交換等の連携を図っております。

③ 内部監査室は、内部監査計画に基づき、当社の各部門の業務執行及び子会社の業務の監
査を実施いたしました。

８．会社の支配に関する基本方針
当社では、会社の財務及び事業の方針の決定を支配する者のあり方に関する基本方針につ

いては、特に定めておりません。
一方で、大量株式取得行為のうち、当社の企業価値及び株主共同の利益に資さないものに

ついては適切な対応が必要と考えており、今後の法制度の整備や社会的な動向も見極めつ
つ、今後も慎重に検討を行ってまいります。

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
（注） 本事業報告の記載金額・株数は、表示単位未満を切り捨てて表示しております。

また、比率は表示単位未満を四捨五入しております。
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連 結 貸 借 対 照 表
（2023年３月31日現在） （単位：千円）

科 目 金 額 科 目 金 額
（資 産 の 部） （負 債 の 部）

流 動 資 産 3,117,464 流 動 負 債 3,129,355
現 金 及 び 預 金 1,999,126 支 払 手 形 及 び 買 掛 金 247,675
受 取 手 形 及 び 売 掛 金 473,249 前 受 金 186,666
商 品 及 び 製 品 30,516 契 約 負 債 226,439
仕 掛 品 385,721 短 期 借 入 金 2,040,000
原 材 料 及 び 貯 蔵 品 123,040 1年内返済予定の長期借入金 133,333
そ の 他 105,809 リ ー ス 債 務 19,407
固 定 資 産 1,571,117 未 払 法 人 税 等 13,047
有 形 固 定 資 産 1,520,571 賞 与 引 当 金 60,743
建 物 及 び 構 築 物 500,173 受 注 損 失 引 当 金 3,079
機 械 装 置 及 び 運 搬 具 226,579 そ の 他 198,962
土 地 614,882 固 定 負 債 844,255
リ ー ス 資 産 12,875 長 期 借 入 金 266,666
建 設 仮 勘 定 149,991 リ ー ス 債 務 36,464
そ の 他 16,069 繰 延 税 金 負 債 129,095
無 形 固 定 資 産 17,815 退 職 給 付 に 係 る 負 債 231,764
そ の 他 17,815 資 産 除 去 債 務 49,371
投資その他の資産 32,730 そ の 他 130,891
投 資 有 価 証 券 1,942 負 債 合 計 3,973,611
そ の 他 64,711 （純 資 産 の 部）
貸 倒 引 当 金 △33,923 株 主 資 本 719,277

資 本 金 349,042
資 本 剰 余 金 299,042
利 益 剰 余 金 71,192
その他の包括利益累計額 △17,789
その他有価証券評価差額金 △601
繰 延 ヘ ッ ジ 損 益 △1,345
為 替 換 算 調 整 勘 定 △15,842
新 株 予 約 権 13,483
純 資 産 合 計 714,971

資 産 合 計 4,688,582 負 債 ・ 純 資 産 合 計 4,688,582
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連 結 損 益 計 算 書
（2022

2023
年
年

４
３

月
月

１
31

日から
日まで） （単位：千円）

科 目 金 額
売 上 高 3,322,156
売 上 原 価 2,323,117

売 上 総 利 益 999,038
販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 965,885

営 業 利 益 33,153
営 業 外 収 益

受 取 利 息 528
受 取 配 当 金 81
助 成 金 収 入 80,000
ス ク ラ ッ プ 売 却 益 6,654
原 材 料 売 却 益 35,373
そ の 他 349 122,987

営 業 外 費 用
支 払 利 息 16,853
シ ン ジ ケ ー ト ロ ー ン 手 数 料 66,685
為 替 差 損 3,841
そ の 他 3,125 90,506
経 常 利 益 65,634

特 別 利 益
新 株 予 約 権 戻 入 益 169 169

特 別 損 失
固 定 資 産 除 却 損 21,348
減 損 損 失 34,913
訴 訟 関 連 費 用 95,006 151,268
税 金 等 調 整 前 当 期 純 損 失 85,464
法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 36,393
法 人 税 等 調 整 額 2,613 39,007
当 期 純 損 失 124,471
親 会 社 株 主 に 帰 属 す る 当 期 純 損 失 124,471
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連結株主資本等変動計算書
（2022

2023
年
年

４
３

月
月

１
31

日から
日まで） （単位：千円）

株 主 資 本
資 本 金 資本剰余金 利益剰余金 株主資本合計

当期首残高 349,042 299,042 195,664 843,749
当期変動額
親会社株主に帰属す
る当期純損失 △124,471 △124,471

株主資本以外の項目
の当期変動額（純額）

当期変動額合計 － － △124,471 △124,471
当期末残高 349,042 299,042 71,192 719,277

その他の包括利益累計額

新株予約権 純資産合計そ の 他
有価証券
評価差額金

繰延ヘッジ
損 益

為替換算
調整勘定

その他の
包括利益
累計額合計

当期首残高 △627 △2,071 △14,667 △17,366 13,652 840,036
当期変動額
親会社株主に帰属す
る当期純損失 △124,471

株主資本以外の項目
の当期変動額（純額） 25 725 △1,174 △423 △169 △593

当期変動額合計 25 725 △1,174 △423 △169 △125,064
当期末残高 △601 △1,345 △15,842 △17,789 13,483 714,971
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連結注記表
【連結計算書類作成のための基本となる重要な事項に関する注記】
１．連結の範囲に関する事項

すべての子会社を連結しております。
連結子会社の数 ２社
（連結子会社の名称）
・日本ノズル㈱
・上海那科夢楽商貿有限公司

２．会計方針に関する事項
（1）重要な資産の評価基準及び評価方法

①有価証券
その他有価証券
ａ．市場価格のない株式

等以外のもの
･･･････時価法

（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売
却原価は移動平均法により算定）

ｂ．市場価格のない株式
等

･･･････移動平均法による原価法

②デリバティブ取引により生ずる債権及び債務
時価法

③棚卸資産
ａ．製品及び原材料 ･･･････総平均法による原価法

（収益性の低下による簿価切下げの方法）
ｂ．商品及び仕掛品 ･･･････個別法による原価法（収益性の低下による簿価切

下げの方法）ただし、仕掛品の一部は総平均法に
よる原価法
（収益性の低下による簿価切下げの方法）

ｃ．貯蔵品 ･･･････最終仕入原価法

（2）重要な減価償却資産の減価償却の方法
①有形固定資産（リース資産を除く）

定率法を採用しております。ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（建物附属
設備を除く）ならびに2016年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物は定額
法を採用しております。
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なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。
ａ． 建 物 及 び 構 築 物･･･････３～50年
ｂ．機械装置及び運搬具･･･････２～12年

②無形固定資産（リース資産を除く）
定額法を採用しております。
なお、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づ
く定額法によっております。

③リース資産
ａ．所有権移転ファイナンス・リース取引に係る資産

自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法によっております。
ｂ．所有権移転外ファイナンス・リース取引に係る資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっております。

（3）重要な引当金の計上基準
①貸倒引当金

売上債権等の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸
倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上
しております。

②賞与引当金
従業員の賞与支給に備えるため、賞与支給見込額のうち当連結会計年度に負担すべき額
を計上しております。

③受注損失引当金
受注案件に係る将来の損失に備えるため、当連結会計年度において将来の損失が見込ま
れ、かつ当該損失額を合理的に見積もることができるものについて、翌連結会計年度以
降の損失見込額を計上しております。

（4）退職給付に係る会計処理の方法
当社及び一部の連結子会社は、退職給付に係る負債及び退職給付費用の計算に退職給付

に係る期末自己都合要支給額を退職給付債務とする方法を用いた簡便法を適用しておりま
す。

（5）重要な外貨建の資産または負債の本邦通貨への換算の基準
外貨建金銭債権債務は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損

益として処理しております。なお、在外子会社等の資産及び負債は、連結決算日の直物為
替相場により円貨に換算し、収益及び費用は、期中平均相場により円貨に換算し、換算差
額は純資産の部における為替換算調整勘定に含めております。

2023年05月24日 01時15分 $FOLDER; 35ページ （Tess 1.50(64) 20201224_01）



35

（6）重要なヘッジ会計の方法
①ヘッジ会計の方法

原則として繰延ヘッジ処理によっております。
なお、振当処理の要件を満たしている為替予約については振当処理によっております。

②ヘッジ手段とヘッジ対象
ヘッジ手段 為替予約
ヘッジ対象 外貨建金銭債権及び外貨建予定取引

③ヘッジ方針
先物為替予約取引については、デリバティブ管理規程に従い、外貨建取引の為替変動リ
スクをヘッジすることを目的としております。

④有効性評価の方法
先物為替予約取引については、ヘッジ対象に対し同一通貨建てによる同一期日のものを
それぞれ振当てているため、その後の為替相場の変動による相関関係は確保されてお
り、その判定をもって有効性の判定に代えておりますので、決算日における有効性の評
価を省略しております。

（7）その他連結計算書類作成のための重要な事項
①グループ通算制度の適用

グループ通算制度を適用しております。
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②収益及び費用の計上基準
当社及び連結子会社の顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履
行義務の内容及び当該履行義務を充足する通常の時点（収益を認識する通常の時点）は
以下のとおりであります。
ａ．特殊精密機器事業

特殊精密機器事業は、主に電子部品実装機用のノズル及び装着ヘッド周辺部品、
産業工作機械用の基幹部品を生産及び販売しております。このような製品の販売に
ついては、顧客に引き渡された時点または顧客が検収した時点で収益を認識してお
ります。ただし、当該国内の販売については、出荷時点で収益を認識しておりま
す。

ｂ．化学繊維用紡糸ノズル事業
化学繊維用紡糸ノズル事業は、主に化学繊維用の紡糸ノズルや不織布製造装置及

び不織布関連ノズル等を生産及び販売しております。このような製品の販売につい
ては、顧客に引き渡された時点または顧客が検収した時点で収益を認識しておりま
す。ただし、当該国内の販売については、出荷時点で収益を認識しております。な
お、不織布製造装置の販売について、一定の期間にわたり履行義務が充足されると
判断したものについては、履行義務の充足に係る進捗度に基づき収益を認識してお
ります。進捗度の測定は各報告期間の期末日までに発生した工事原価が、予想され
る工事原価の総額に占める割合に基づいて行っております。

ｃ．電子材料スライス周辺事業
電子材料スライス周辺事業は、半導体向けダイヤモンドワイヤやダイヤモンドワ

イヤ製造装置の生産及び販売を行っております。このような製品の販売について
は、顧客に引き渡された時点または顧客が検収した時点で収益を認識しておりま
す。ただし、当該国内の販売については、出荷時点で収益を認識しております。

ｄ．マテリアルサイエンス事業
マテリアルサイエンス事業は、ナノサイズゼオライトの開発及び販売を行ってお

ります。このような製品の販売については、顧客に引き渡された時点または顧客が
検収した時点で収益を認識しております。ただし、当該国内の販売については、出
荷時点で収益を認識しております。
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【会計上の見積りに関する注記】
会計上の見積りにより当連結会計年度に係る連結計算書類にその額を計上した項目であっ

て、翌連結会計年度に係る連結計算書類に重要な影響を及ぼす可能性があるものは次のとおり
です。

１． 繰延税金資産の回収可能性
（1）当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額

繰延税金資産 － 千円
（2）識別した項目に係る会計上の見積りの内容に関する理解に資する情報

繰延税金資産の回収可能性は、将来の事業計画に基づく課税所得の発生時期及び金額に
よって見積っております。
当該見積りは、将来の不確実な経済条件の変動などによって影響を受ける可能性があ
り、実際に発生した課税所得の時期及び金額が見積りと異なった場合、翌連結会計年度
の連結計算書類に重要な影響を与える可能性があります。

２．一定の期間にわたり履行義務が充足されると判断したものに関する収益認識
（1）当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額

売上高 216,380千円
契約資産 －千円

（2）識別した項目に係る会計上の見積りの内容に関する理解に資する情報
一定の期間にわたり履行義務が充足されると判断したものは、履行義務の充足に係る進
捗度に基づき収益を認識しております。進捗度の測定は各報告期間の期末日までに発生
した工事原価が、予想される工事原価の総額に占める割合に基づいて行っております。
そのため、工事原価の見積りと実績が異なる場合には、翌連結会計年度の連結計算書類
に重要な影響を与える可能性があります。

2023年05月24日 01時15分 $FOLDER; 38ページ （Tess 1.50(64) 20201224_01）



38

【追加情報】
新型コロナウイルス感染症の影響について
新型コロナウイルス感染症の感染拡大が、当連結会計年度末において会計上の見積りに与

えている影響は、以下のとおりであります。

・特殊精密機器事業
特殊精密機器事業は、新型コロナウイルス感染拡大による中国経済停滞の影響で工作

機械向け耐摩工具関連分野、産業機械向け実装ノズル分野の需要に落ち込みが見られた
ものの、全般的にはその影響を資産評価等の会計上の見積りに反映すべき状況は生じて
おりません。

・化学繊維用紡糸ノズル事業
化学繊維用紡糸ノズル事業では、新型コロナウイルス感染拡大に起因したマスク特需

は終息し、前期と比較し売上高が減少しているものの、風力発電用ブレード向け炭素繊
維用紡糸ノズルの売上は伸長しており、その影響を資産評価等の会計上の見積りに反映
すべき状況は生じておりません。

・電子材料スライス周辺事業
電子材料スライス周辺事業では、新型コロナウイルス感染症の影響は受けておらず、

資産評価等の会計上の見積りに反映すべき状況は生じておりません。

・マテリアルサイエンス事業
マテリアルサイエンス事業は、顧客へのサンプル販売などを中心に行っております

が、新型コロナウイルス感染拡大の影響により顧客側での開発に遅延が生じるなどの影
響は一部ありましたが、その影響を資産評価等の会計上の見積りに反映すべき状況は生
じておりません。
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【連結貸借対照表に関する注記】
１．担保に供している資産及び担保に係る債務
（1）担保に供している資産

建 物 及 び 構 築 物 399,009千円
土 地 614,882千円

計 1,013,891千円
（2）担保に係る債務

短 期 借 入 金 870,000千円
１ 年 内 返 済 予 定 の 長 期 借 入 金 49,999千円
長 期 借 入 金 100,000千円

計 1,020,000千円

２．有形固定資産の減価償却累計額 3,998,811千円

３．当社グループは、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行とシンジケート方式コミット
メントライン契約を締結しております。これらの契約に基づく当連結会計年度末の借入未実
行残高は次のとおりであります。

コミットメントラインの総額 2,050,000千円
借 入 実 行 残 高 2,040,000千円

差引額 10,000千円

【連結株主資本等変動計算書に関する注記】
１．当連結会計年度末の発行済株式の種類及び総数

普通株式 11,020,900株

２．当連結会計年度末の新株予約権（権利行使期間の初日が到来していないものを除く。）の目
的となる株式の種類及び数

普通株式 15,900株
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【連結損益計算書に関する注記】
減損損失
当社グループは以下の資産グループについて減損損失を計上しております。

用途 場所 種類 金額(千円)

特殊精密機器事業
用資産 大阪府堺市

機械装置及び運搬具 25,579
その他 311

小計 25,891
電子材料スライス周辺
事業用資産 大阪府和泉市 機械装置及び運搬具 833

小計 833

マテリアルサイエンス
事業用資産 大阪府和泉市

建物及び構築物 599
機械装置及び運搬具 3,017

小計 3,617
共用資産 大阪府堺市 その他 4,570

小計 4,570
合計 34,913

当社グループは損益管理を合理的に行える事業単位をグルーピングの基礎としており、遊休
資産は個別に判定しております。
営業活動から生ずる損益が継続してマイナスであることにより、当該資産グループに係る資

産の帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額34,913千円を減損損失として特別損失
に計上しました。
当該資産の回収可能価額は、継続して営業活動から生じるキャッシュ・フローがマイナスと

なっているため、土地については不動産鑑定士による鑑定評価額を基準とした正味売却価額に
より測定しており、その他については備忘価額１円として評価しております。
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【金融商品に関する注記】

１．金融商品の状況に関する事項
（1）金融商品に対する取組方針

当社グループは、資金運用については預金等の安全性の高い金融資産で行い、また、資金
調達については主に増資や銀行借入によっております。デリバティブは、後述するリスクを
回避するために利用しており、投機的な取引は行わない方針であります。

（2）金融商品の内容及びそのリスクならびにリスク管理体制
営業債権である受取手形及び売掛金は、顧客の信用リスクに晒されております。当該リス

クについては、顧客の信用状況を定期的に把握するとともに、債権残高を随時把握すること
を通じてリスクの軽減を図っております。また、輸出取引に係る外貨建ての営業債権は、為
替の変動リスクに晒されておりますが、その一部について先物為替予約取引を利用してリス
クヘッジを行っております。
投資有価証券は市場価格の変動リスクに晒されており、時価を把握し、財務状況等を確認

しております。
営業債務である支払手形及び買掛金は、すべて１年以内の支払期日であります。
借入金及びファイナンス・リース取引に係るリース債務は、主に設備投資に必要な資金の

調達を目的としたものであり、主に固定金利で調達しております。
デリバティブ取引は、輸出取引の為替変動によるリスクの軽減を目的とする為替予約を行

っており、デリバティブ管理規程に従い事前に稟議決裁を受けた上で担当部門が実行及び管
理を行っております。なお、ヘッジ会計に関するヘッジ手段とヘッジ対象、ヘッジ方針、ヘ
ッジの有効性の評価等については、前述の連結計算書類作成のための基本となる重要な事項
に関する注記「２．会計方針に関する事項（6）重要なヘッジ会計の方法」をご参照くださ
い。

（3）金融商品の時価等に関する事項についての補足説明
金融商品の時価には、市場価格に基づく価格のほか、市場価格がない場合には合理的に算

定された価格が含まれております。当該価格の算定においては変動要因を織り込んでいるた
め、異なる前提条件等を採用することにより、当該価格が変動することもあります。
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２．金融商品の時価等に関する事項
連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。な

お、市場価格のない株式等は、次表には含まれておりません（（注）参照）。また、「現金及
び預金」 「受取手形及び売掛金」 「支払手形及び買掛金」 「未払法人税等」については、
現金であること、及び短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似するものであることか
ら、記載を省略しております。

（単位：千円）
連結貸借対照表

計上額 時価 差額

（1）投資有価証券 1,675 1,675 －
資産計 1,675 1,675 －

（1）短期借入金 2,040,000 2,033,284 △6,715
（2）長期借入金（※１） 400,000 398,088 △1,911
（3）リース債務（※２） 55,872 55,337 △534

負債計 2,495,872 2,486,710 △9,161
デリバティブ取引（※３） △1,517 △1,517 －
（※１）１年内返済予定の長期借入金を含めております。
（※２）１年内返済予定のリース債務を含めております。
（※３）デリバティブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表示しており、正味の債

務となる場合は、△を付しております。

（注） 市場価格のない株式等
（単位：千円）

区分 連結貸借対照表計上額
非上場株式 267
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３．金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項
金融商品の時価を、時価の算定に係るインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下

の３つのレベルに分類しております。
レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形

成される当該時価の算定の対象となる資産または負債に関する相場価格
により算定した時価

レベル２の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプット
以外の時価の算定に係るインプットを用いて算定した時価

レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価

時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのイン
プットがそれぞれ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時
価を分類しております。

（1）時価で連結貸借対照表に計上している金融商品
（単位：千円）

区分
時価

レベル１ レベル２ レベル３ 合計
投資有価証券
その他有価証券
株式 1,675 － － 1,675

資産計 1,675 － － 1,675
デリバティブ取引
通貨関連 － △1,517 － △1,517

負債計 － △1,517 － △1,517
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（2）時価で連結貸借対照表に計上している金融商品以外の金融商品
（単位：千円）

区分
時価

レベル１ レベル２ レベル３ 合計
短期借入金 － 2,033,284 － 2,033,284
長期借入金 － 398,088 － 398,088
リース債務 － 55,337 － 55,337

負債計 － 2,486,710 － 2,486,710
（注）時価の算定に用いた評価技法及びインプットの説明

投資有価証券
これらの時価について、株式は取引所の価格によって評価しているため、その時価を
レベル１の時価に分類しております。

デリバティブ取引
店頭取引であり、公表された相場価格が存在しないため、取引先金融機関から提示さ
れた価格等に基づき算定しており、レベル２の時価に分類しております。

短期借入金、長期借入金
これらの時価については、元利金の合計額を、新規に同様の借入を行った場合に想定
される利率で割り引いた現在価値により算定しており、レベル２の時価に分類してお
ります。

リース債務
これらの時価については、元利金の合計額を、新規に同様のリース取引を行った場合
に想定される利率で割り引いた現在価値により算定しており、レベル２の時価に分類
しております。
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【収益認識に関する注記】
１．顧客との契約から生じる収益を分解した情報

（単位：千円）
報告セグメント

調整額連結損益計算
書計上額特殊精密機

器事業
化学繊維用
紡糸ノズル

事業

電子材料ス
ライス周辺

事業

マテリアル
サイエンス

事業
計

主たる地域市場
日本 780,479 967,466 62,240 76,363 1,886,549 － 1,886,549
中国 34,300 894,214 94,887 － 1,023,402 － 1,023,402
アジア（中国
除く） 3,394 170,322 12,258 － 185,975 － 185,975
ヨーロッパ － 128,363 263 － 128,627 － 128,627
その他 － 97,600 － － 97,600 － 97,600
顧客との契約
から生じる収益 818,174 2,257,968 169,650 76,363 3,322,156 － 3,322,156

外部顧客への
売上高 818,174 2,257,968 169,650 76,363 3,322,156 － 3,322,156

収益認識の時期
一時点で移転
される財 818,174 2,041,587 169,594 76,363 3,105,719 － 3,105,719

一定の期間に
わたり移転さ
れる財

－ 216,380 55 － 216,436 － 216,436

顧客との契約
から生じる収益 818,174 2,257,968 169,650 76,363 3,322,156 － 3,322,156

外部顧客への
売上高 818,174 2,257,968 169,650 76,363 3,322,156 － 3,322,156
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２．当連結会計年度及び翌連結会計年度以降の収益の金額を理解するための情報
（1）契約資産及び契約負債の残高等

区分 連結貸借対照表計上額
顧客との契約から生じた債権（期首残高） 467,978千円
顧客との契約から生じた債権（期末残高） ※1 473,249千円
契約資産（期首残高） 303,698千円
契約資産（期末残高） －千円
契約負債（期首残高） 559,764千円
契約負債（期末残高） 226,439千円
契約資産の増減は、収益認識（契約資産の増加）と、顧客との契約資産から生じた債権

への振替（同、減少）により生じたものであります。契約負債の増減は、前受金の受取り
（契約負債の増加）と収益認識（同、減少）により生じたものであります。

なお、当連結会計年度中に認識された収益のうち、期首時点で契約負債に含まれていた
金額は548,459千円であり、過去の期間に充足（または部分的に充足）した履行義務から
当連結会計年度に認識した収益（主に取引価格の変動）の額に重要性はありません。

（2）残存履行義務に配分した取引価格
当社及び連結子会社では、残存履行義務に配分した取引価格については、当初に予想され

る契約が１年を超える重要な契約がないため、実務上の便法を適用し、記載を省略しており
ます。

【１株当たり情報に関する注記】
１株当たり純資産額 63円65銭
１株当たり当期純損失 11円29銭
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【重要な後発事象に関する注記】
当社の連結子会社である日本ノズル株式会社は、2023年３月24日開催の取締役会にて決議

しました資金の借入を実行いたしました。

１.資金借入の理由
当社連結子会社の日本ノズル株式会社において、新工場の建設及び大型メルトブローンノ

ズル・ダイ製造設備に関する投資を進めておりますが、本工場建設及び当該設備投資に係る
資金に充当するため、本借入を行うものであります。

２．借入の内容
（1）借入先 株式会社三菱UFJ銀行、株式会社山陰合同銀行
（2）借入金額 1,200百万円
（3）借入実行日 2023年４月10日
（4）借入期間 ６か月～１年間
（5）その他 サプライチェーン対策のための国内投資促進事業費補助金（２次

公募）入金後、一括返済
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貸 借 対 照 表
（2023年３月31日現在） （単位：千円）

科 目 金 額 科 目 金 額
（資 産 の 部） （負 債 の 部）

流 動 資 産 1,381,010 流 動 負 債 2,152,149
現 金 及 び 預 金 878,466 買 掛 金 48,857
受 取 手 形 86,194 契 約 負 債 2,138
売 掛 金 323,492 短 期 借 入 金 1,650,000
商 品 及 び 製 品 25,403 1年内返済予定の長期借入金 133,333
仕 掛 品 105,505 リ ー ス 債 務 6,697
原 材 料 及 び 貯 蔵 品 32,243 未 払 金 50,550
前 払 費 用 13,440 未 払 費 用 31,704
未 収 還 付 法 人 税 等 30,634 未 払 法 人 税 等 2,127
そ の 他 36,402 前 受 金 186,666
貸 倒 引 当 金 △150,772 未 払 消 費 税 等 7,268
固 定 資 産 720,869 預 り 金 4,675
有 形 固 定 資 産 288,026 賞 与 引 当 金 28,130
建 物 155,136 固 定 負 債 596,098
構 築 物 0 長 期 借 入 金 266,666
機 械 及 び 装 置 0 リ ー ス 債 務 6,730
車 輌 運 搬 具 0 繰 延 税 金 負 債 1,382
工 具、 器 具 及 び 備 品 0 退 職 給 付 引 当 金 154,137
土 地 132,890 資 産 除 去 債 務 41,649
無 形 固 定 資 産 0 長 期 未 払 金 125,531
そ の 他 0 負 債 合 計 2,748,247
投 資その他の資産 432,842 （純 資 産 の 部）
投 資 有 価 証 券 267 株 主 資 本 △659,851
関 係 会 社 株 式 404,794 資 本 金 349,042
出 資 金 510 資 本 剰 余 金 299,042
そ の 他 61,195 資 本 準 備 金 299,042
貸 倒 引 当 金 △33,923 利 益 剰 余 金 △1,307,936

利 益 準 備 金 10,000
そ の 他 利 益 剰 余 金 △1,317,936
固 定 資 産 圧 縮 積 立 金 2,195
繰 越 利 益 剰 余 金 △1,320,132

新 株 予 約 権 13,483
純 資 産 合 計 △646,368

資 産 合 計 2,101,879 負 債 ・ 純 資 産 合 計 2,101,879
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損 益 計 算 書
（2022

2023
年
年

４
３

月
月

１
31

日から
日まで） （単位：千円）

科 目 金 額
売 上 高 1,073,038
売 上 原 価 789,247

売 上 総 利 益 283,790
販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 546,681

営 業 損 失 262,890
営 業 外 収 益

受 取 利 息 及 び 配 当 金 150,023
経 営 指 導 料 15,300
助 成 金 収 入 80,000
そ の 他 2,508 247,832

営 業 外 費 用
支 払 利 息 13,631
為 替 差 損 1,140
シ ン ジ ケ ー ト ロ ー ン 手 数 料 56,318
そ の 他 3,098 74,188
経 常 損 失 89,247

特 別 利 益
新 株 予 約 権 戻 入 益 169 169

特 別 損 失
固 定 資 産 除 却 損 0
減 損 損 失 34,913
訴 訟 関 連 費 用 95,006 129,920
税 引 前 当 期 純 損 失 218,998
法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 △72,474
法 人 税 等 調 整 額 △606 △73,080
当 期 純 損 失 145,917
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株主資本等変動計算書
（2022

2023
年
年

４
３

月
月

１
31

日から
日まで） （単位：千円）

株 主 資 本

資 本 金
資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金

利益準備金
その他利益剰余金 利益剰余金

合 計資本準備金 資本剰余金
合計

固定資産
圧縮積立金 繰越利益剰余金

当期首残高 349,042 299,042 299,042 10,000 3,423 △1,175,442 △1,162,019

当期変動額
固定資産圧縮積
立金の取崩 △1,227 1,227 －

当期純損失 △145,917 △145,917
株主資本以外の
項目の当期の変
動額（純額）

当期変動額合計 － － － － △1,227 △144,689 △145,917

当期末残高 349,042 299,042 299,042 10,000 2,195 △1,320,132 △1,307,936

株主資本合計 新株予約権 純資産合計

当期首残高 △513,934 13,652 △500,281

当期変動額
固定資産圧縮積
立金の取崩 － －

当期純損失 △145,917 △145,917
株主資本以外の
項目の当期の変
動額（純額）

△169 △169

当期変動額合計 △145,917 △169 △146,086

当期末残高 △659,851 13,483 △646,368
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個別注記表
【重要な会計方針に係る事項に関する注記】
１．資産の評価基準及び評価方法
（1）有価証券の評価基準及び評価方法

①子会社株式及び関連会社株式 ………移動平均法による原価法
②その他有価証券
ａ．市場価格のない株式等以外

のもの
………時価法

（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却
原価は移動平均法により算定）

ｂ．市場価格のない株式等 ………移動平均法による原価法
（2）デリバティブ取引により生ずる債権及び債務

時価法
（3）棚卸資産の評価基準及び評価方法

①製品及び原材料 ………総平均法による原価法（収益性の低下による簿価切
下げの方法）

②商品及び仕掛品 ………個別法による原価法（収益性の低下による簿価切下
げの方法）ただし、仕掛品の一部は総平均法による
原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）

③貯蔵品 ………最終仕入原価法

２．固定資産の減価償却の方法
（1）有形固定資産（リース資産を除く）…定率法

ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）ならびに2016年
４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物は定額法を採用しております。
なお、主な耐用年数は次のとおりであります。

①建 物 ３～31年
②機械及び装置 ２～10年

（2）無形固定資産（リース資産を除く）…定額法
なお、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づく
定額法を採用しております。

（3）リース資産
①所有権移転ファイナンス・リース取引に係る資産
自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法によっております。

②所有権移転外ファイナンス・リース取引に係る資産
リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっております。
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３．引当金の計上基準
（1）貸倒引当金

売上債権等の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒
懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上してお
ります。

（2）賞与引当金
従業員の賞与支給に備えるため、賞与支給見込額のうち当事業年度に負担すべき額を計上

しております。
（3）退職給付引当金

従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務の見込額に基づき計
上しております。
退職給付引当金及び退職給付費用の計算に、退職給付に係る期末自己都合要支給額を退職

給付債務とする方法を用いた簡便法を適用しております。

４．収益及び費用の計上基準
当社の顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義務の内容及び当
該履行義務を充足する通常の時点（収益を認識する通常の時点）は以下のとおりでありま
す。
ａ．特殊精密機器事業

特殊精密機器事業は、主に電子部品実装機用のノズル及び装着ヘッド周辺部品、産
業工作機械用の基幹部品を生産及び販売しております。このような製品の販売につい
ては、顧客に引き渡された時点または顧客が検収した時点で収益を認識しておりま
す。ただし、当該国内の販売については、出荷時点で収益を認識しております。

ｂ．電子材料スライス周辺事業
電子材料スライス周辺事業は、半導体向けダイヤモンドワイヤやダイヤモンドワイ

ヤ製造装置の生産及び販売を行っております。このような製品の販売については、顧
客に引き渡された時点または顧客が検収した時点で収益を認識しております。ただ
し、当該国内の販売については、出荷時点で収益を認識しております。

ｃ．マテリアルサイエンス事業
マテリアルサイエンス事業は、ナノサイズゼオライトの開発及び販売を行っており

ます。このような製品の販売については、顧客に引き渡された時点または顧客が検収
した時点で収益を認識しております。ただし、当該国内の販売については、出荷時点
で収益を認識しております。
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５．その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項
（1）ヘッジ会計の方法

①ヘッジ会計の方法
原則として繰延ヘッジ処理によっております。
なお、振当処理の要件を満たしている為替予約については振当処理によっております。

②ヘッジ手段とヘッジ対象
ヘッジ手段 為替予約
ヘッジ対象 外貨建金銭債権及び外貨建予定取引

③ヘッジ方針
先物為替予約取引については、デリバティブ管理規程に従い、外貨建取引の為替変動リ
スクをヘッジすることを目的としております。

④有効性評価の方法
先物為替予約取引については、ヘッジ対象に対し同一通貨建てによる同一期日のものを
それぞれ振当てているため、その後の為替相場の変動による相関関係は確保されてお
り、その判定をもって有効性の判定に代えておりますので、決算日における有効性の評
価を省略しております。

（2）グループ通算制度の適用
当社はグループ通算制度を適用しております。

【表示方法の変更に関する注記】
貸借対照表

前事業年度において、「固定負債」の「その他」に含めていた「長期未払金」(前事業年度
125,833千円)は、金額的重要性が増したため、当事業年度より独立掲記することとしており
ます。
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【会計上の見積りに関する注記】
会計上の見積りにより当事業年度に係る計算書類にその額を計上した項目であって、翌事業

年度に係る計算書類に重要な影響を及ぼす可能性があるものは次のとおりです。
繰延税金資産の回収可能性

（1）当事業年度の計算書類に計上した金額
繰延税金資産 － 千円

（2）識別した項目に係る会計上の見積りの内容に関する理解に資する情報
繰延税金資産の回収可能性は、将来の事業計画に基づく課税所得の発生時期及び金額に
よって見積っております。
当該見積りは、将来の不確実な経済条件の変動などによって影響を受ける可能性があ
り、実際に発生した課税所得の時期及び金額が見積りと異なった場合、翌事業年度の計
算書類に重要な影響を与える可能性があります。

【貸借対照表に関する注記】
１．担保に供している資産及び担保に係る債務
（1）担保に供している資産

建 物 53,972千円
構 築 物 0千円
土 地 132,890千円

計 186,862千円
（2）担保に係る債務

短 期 借 入 金 480,000千円
１ 年 内 返 済 予 定 の 長 期 借 入 金 49,999千円
長 期 借 入 金 100,000千円

計 630,000千円

２．有形固定資産の減価償却累計額 2,235,338千円

３．関係会社に対する金銭債権及び金銭債務
短期金銭債権 187,984千円
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４．保証債務
子会社の金融機関からの借入金に対して債務保証を行っており、極度額は次のとおりです。

日本ノズル株式会社 400,000千円

５．当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行とシンジケート方式コミットメントラ
イン契約を締結しております。これらの契約に基づく当事業年度末の借入未実行残高は次の
とおりであります。

コ ミ ッ ト メ ン ト ラ イ ン の 総 額 1,650,000千円
借 入 実 行 残 高 1,650,000千円

差引額 －千円

【損益計算書に関する注記】
関係会社との取引高
営業取引による取引高
売上高 43,151千円
仕入高 19,012千円
販売費及び一般管理費 △7,078千円

営業取引以外の取引高 165,300千円
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【税効果会計に関する注記】
１．繰延税金資産及び負債の発生の主な原因別の内訳

繰延税金資産
繰越欠損金 2,959,816千円
減損損失設備 628,454千円
貸倒引当金 56,553千円
退職給付引当金 47,196千円
未払役員退職慰労金 38,436千円
関係会社株式 13,636千円
資産除去債務 12,753千円
賞与引当金 8,613千円
研究開発用設備 5,254千円
棚卸資産評価損 3,583千円
未払社会保険料 1,430千円
未払事業税等 520千円
その他 1,059千円
小計 3,777,310千円

評価性引当額 △3,777,310千円
合計 －千円

繰延税金負債
固定資産圧縮積立金 △969千円
その他 △413千円
合計 △1,382千円

繰延税金負債の純額 △1,382千円

２．法人税及び地方法人税の会計処理又はこれらに関する税効果会計の会計処理
当社は、当事業年度から、グループ通算制度を適用しております。また、「グループ通算

制度を適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱い」（実務対応報告42号 2021年８月
12日）に従って、法人税及び地方法人税の会計処理又はこれらに関する税効果会計の会計
処理並びに開示を行っております。
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【関連当事者との取引に関する注記】
子会社及び関連会社等

種類
会社等の
名称

又は氏名
所在地

資本金
又は
出資金
（千円）

事業の
内容又は
職業

議決権等
の所有

（被所有）
割合（％）

関連
当事者
との関係

取引の
内容

取引金額
（千円） 科目 期末残高

（千円）

子会社 上海那科
夢楽商貿
有限公司

中国
上海市

44,535 当社製品の
販売

直接所有
100.0

当社製品
の販売

役員の
兼任

製品の
販売
（注）１
（注）２

11,556 売掛金 155,091

子会社 日本
ノズル㈱

神戸市
西区

48,000 化学繊維紡
糸ノズルの
製造及び販
売

直接所有
100.0

債務の
被保証

債務の
保証

経営指導

当社製品
の販売

役員の
兼任

債務保証
（注）３

2,050,000 － －

債務保証
（注）４

400,000 － －

グループ
通算制度
に係る個
別帰属額
の受取

73,326 未収
入金

22,566

製品の
販売
（注）１

31,594 売掛金 3,392

業務委託
料の受取
（注）５

22,800 未収
入金

2,090

経営指導
料の受取
（注）５

15,300 未収
入金

1,100

取引条件及び取引条件の決定方針等
（注）１ 当社製品の販売については、代理店販売価格を基に取引価格を決定しております。

２ 上海那科夢楽商貿有限公司への売掛金に対し、150,772千円の貸倒引当金を計上しております。
また、当事業年度において92,147千円の貸倒引当金戻入額を計上しております。

３ 当社の銀行借入に対して、日本ノズル㈱より債務保証を受けており、取引金額は期末時点の保証債
務の極度額を記載しております。

４ 日本ノズル㈱の銀行借入に対して、債務保証をしており、取引金額は期末時点の保証債務の極度額
を記載しております。

５ 経営指導料等については、契約条件により決定しております。
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【１株当たり情報に関する注記】
１株当たり純資産額 △59円87銭
１株当たり当期純損失 13円24銭

【重要な後発事象に関する注記】
当社の連結子会社である日本ノズル株式会社は、2023年３月24日開催の取締役会にて決議

しました資金の借入を実行いたしました。当社は、本借入の債務保証を行っております。

１.資金借入の理由
当社連結子会社の日本ノズル株式会社において、新工場の建設及び大型メルトブローンノ

ズル・ダイ製造設備に関する投資を進めておりますが、本工場建設及び当該設備投資に係る
資金に充当するため、本借入を行うものであります。

２．借入の内容
（1）借入先 株式会社三菱UFJ銀行
（2）借入金額 600百万円
（3）借入実行日 2023年４月10日
（4）借入期間 ６か月
（5）その他 サプライチェーン対策のための国内投資促進事業費補助金（２次

公募）入金後、一括返済
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連結計算書類に係る会計監査人の監査報告書
独立監査人の監査報告書

2023年５月15日
株式会社中村超硬

取締役会 御中
新月有限責任監査法人

大阪府大阪市
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 岡 本 光 弘 ㊞
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 本 川 雅 啓 ㊞

監査意見
当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、株式会社中村超硬の2022年４月１日から2023年３月31

日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及
び連結注記表について監査を行った。
当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、

株式会社中村超硬及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての
重要な点において適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準にお

ける当監査法人の責任は、「連結計算書類の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国
における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫
理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断してい
る。

その他の記載内容
その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開示する

ことにある。また、監査役及び監査役会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における取締役
の職務の執行を監視することにある。
当監査法人の連結計算書類に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はその他

の記載内容に対して意見を表明するものではない。
連結計算書類の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他の記

載内容と連結計算書類又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討すること、ま
た、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。
当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実を報

告することが求められている。
その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

連結計算書類に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算書類を作成し適

正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類を作成し適正に表示す
るために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
連結計算書類を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結計算書類を作成することが適切である

かどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を
開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。
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連結計算書類の監査における監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結計算書類に不正又は誤謬による重要な虚偽

表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から連結計算書類に対する意見を
表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、連結計算書
類の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。
監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専門家

としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監査手続
を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適
切な監査証拠を入手する。

・連結計算書類の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク
評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。

・経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性及
び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・経営者が継続企業を前提として連結計算書類を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基
づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどう
か結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において連結計算書類の
注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する連結計算書類の注記事項が適切でない場合は、連結
計算書類に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手し
た監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・連結計算書類の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠している
かどうかとともに、関連する注記事項を含めた連結計算書類の表示、構成及び内容、並びに連結計算書類が基礎と
なる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

・連結計算書類に対する意見を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する十分かつ適切な監査証拠を
入手する。監査人は、連結計算書類の監査に関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監
査意見に対して責任を負う。
監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統

制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行
う。
監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこ

と、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセー
フガードを講じている場合はその内容について報告を行う。
監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結計算書類に不正又は誤謬による重要な虚偽

表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から連結計算書類に対する意見を
表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、連結計算書
類の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。

利害関係
会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係は

ない。
以 上
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会計監査人の監査報告書
独立監査人の監査報告書

2023年５月15日
株式会社中村超硬
取締役会 御中

新月有限責任監査法人
大阪府大阪市
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 岡 本 光 弘 ㊞
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 本 川 雅 啓 ㊞

監査意見
当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、株式会社中村超硬の2022年４月１日から2023年３

月31日までの第53期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注
記表並びにその附属明細書（以下「計算書類等」という。）について監査を行った。
当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、当

該計算書類等に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準にお

ける当監査法人の責任は、「計算書類等の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国に
おける職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果た
している。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

その他の記載内容
その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開示する

ことにある。また、監査役及び監査役会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における取締役
の職務の執行を監視することにある。
当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はその他の

記載内容に対して意見を表明するものではない。
計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他の記載

内容と計算書類等又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討すること、また、
そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。
当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実を報

告することが求められている。
その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

計算書類等に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類等を作成し適正

に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類等を作成し適正に表示するた
めに経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成することが適切であるかど

うかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示
する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。
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計算書類等の監査における監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤謬による重要な虚偽表

示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から計算書類等に対する意見を表明
することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、計算書類等の利
用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。
監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専門家

としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監査手続
を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適
切な監査証拠を入手する。

・計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク評
価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。

・経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性及
び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基づ
き、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか
結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において計算書類等の注記
事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する計算書類等の注記事項が適切でない場合は、計算書類等
に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証
拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠しているか
どうかとともに、関連する注記事項を含めた計算書類等の表示、構成及び内容、並びに計算書類等が基礎となる取
引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。
監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統

制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行
う。
監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこ

と、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセー
フガードを講じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上
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監査役会の監査報告書

監 査 報 告 書

当監査役会は、2022年4月1日から2023年3月31日までの第53期事業年度の取締役の職務の執行に
関して、各監査役が作成した監査報告書に基づき、審議の上、本監査報告書を作成し、以下のとおり報告
いたします。

１．監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容
（１）監査役会は、監査の方針、監査計画、職務の分担等を定め、各監査役から監査の実施状況及びそ

の結果について報告を受けるほか、取締役等及び会計監査人からその職務の執行状況について報
告を受け、必要に応じて説明を求めました。

（２）各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査の方針、職務の分担等に従い、
取締役、内部監査室その他の使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努
めるとともに、以下の方法で監査を実施しました。

①取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行状況について報告
を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事業所において
業務及び財産の状況を調査いたしました。また、子会社については、子会社の取締役及び監査役
等と意思疎通及び情報の交換を図り、必要に応じて子会社から事業の報告を受けました。

②事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための
体制その他株式会社及びその子会社から成る企業集団の業務の適正を確保するために必要なもの
として会社法施行規則第100条第1項及び第3項に定める体制の整備に関する取締役会決議の内
容及び当該決議に基づき整備されている体制（内部統制システム）について、取締役及び使用人
等からその構築及び運用の状況について適宜報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明
いたしました。

③会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証するとと
もに、会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めまし
た。また、会計監査人から、「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」（会社計
算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（平成17年10月28日企業
会計審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。

以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対照表、損
益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書並びに連結計算書類（連結貸借対
照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表）について検討いたしました。
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２．監査の結果
（１）事業報告等の監査結果

①事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと認
めます。

②取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は認められ
ません。

③内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部統制シ
ステムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認め
られません。

（２）計算書類及びその附属明細書の監査結果
会計監査人新月有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

（３）連結計算書類の監査結果
会計監査人新月有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

2023年５月18日
株式会社中村超硬 監査役会
常勤監査役（社外監査役） 戒 能 眞 介 ㊞
監 査 役（社外監査役） 松 村 安 之 ㊞
監 査 役（社外監査役） 中 川 雅 晴 ㊞

以 上
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株主メモ

● 事業年度 ４月１日～翌年３月31日

● 期末配当金受領株主確定日 ３月31日

● 中間配当金受領株主確定日 ９月30日

● 定時株主総会 毎年６月

● 株主名簿管理人
特別口座の口座管理機関 三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社

● 同連絡先 三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 大阪証券代行部
〒541-8502 大阪市中央区伏見町三丁目６番３号
0120-094-777（通話無料）

● 上場証券取引所 東京証券取引所

● 公告の方法
電子公告により行う
公告掲載URL http://www.nakamura-gp.co.jp
（ただし、電子公告によることができない事故、その他やむを得ない
事由が生じたときは、日本経済新聞に公告いたします。）

（ご注意）
１．株主様の住所変更、買取請求、配当金の振込指定、その他各種お手続きにつきましては、原則、口座を開

設されている口座管理機関（証券会社等）で承ることとなっております。口座を開設されている証券会社
等にお問い合わせください。株主名簿管理人（三菱ＵＦＪ信託銀行）ではお取り扱いできませんのでご注
意ください。

２．特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱ＵＦＪ信託銀行が口座管理機関と
なっておりますので、上記特別口座の口座管理機関（三菱ＵＦＪ信託銀行）にお問い合わせください。
なお、三菱ＵＦＪ信託銀行本支店にてもお取次ぎいたします。

３．未受領の配当金につきましては、三菱ＵＦＪ信託銀行本支店でお支払いいたします。
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見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。

第53回定時株主総会会場ご案内図

会場：大阪府堺市堺区戎島町４丁45番１号
ホテル・アゴーラ リージェンシー大阪堺 ３階ガーデンコート

ご参考（会場までの交通）
最寄駅 南海電鉄南海本線 堺駅
(堺駅西口からホテル・アゴーラリージェンシー大阪堺２階への連絡通路があります。）

大阪府堺市西区鶴田町27番27号
http://www.nakamura-gp.co.jp/
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